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災害廃棄物

災害廃棄物
災害により発⽣したがれきや浸⽔物，漂着物

災害廃棄物処理
発災後，できうるかぎり迅速に市街地から廃棄物を撤
去し，適正かつ円滑に処理する

災害時に⾏政がどのように対応すればよいのかに
ついて整理されていない（暗黙知）
災害後の家電リサイクル法
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震災廃棄物
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⽔害廃棄物
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災害廃棄物発⽣量推定⼿法

ハザードマップ過去の災害事例

統計解析
家屋被害関数

災害廃棄物量推定値

家屋被害件数災害廃棄物量原単位

フレキシビリティ: 地域メッシュ (GIS)，⾏政区域，災害事象
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震災廃棄物発⽣量の推定震災廃棄物発⽣量の推定
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⾸都直下地震
世帯数 震度分布
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住家被害関数
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Wooden house 
built after 1981
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建物被害の推定結果
全壊 半壊

0 5000 10000

Household (household)

totally 241,873 households totally 1,388,147 households
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震災廃棄物発⽣量原単位
• ⾯積当たりがれき重量

⽊造 0.6トン/m2

⾮⽊造 1.0トン/m2

⽕災による延焼 0.23トン/m2⽕災による延焼 0.23トン/m
• ⽊造家屋の廃棄物重量原単位

0.40〜0.61t/m2

建物⾯積100m2の⽊造住宅：61t
39.7〜44.7t（住宅作業解体処理業連絡協議会）
57t/棟（川⼝町）〜85t/棟（⻑岡市）（環境省関
東地⽅整備局）
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⾸都直下地震における
災害廃棄物量推定結果

Complete Collapse: 60.0 t
Moderate Collapse: 30.0 t

Earthquake disaster debris(t)
0 50000 100000

Totally
56.1 millions t
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震災廃棄物発⽣量原単位

原単位60t/世帯では，5457万トン
阪神・淡路⼤震災

2000万トン，全壊世帯186175，半壊274181
61.87t/世帯

原単位61.87t/世帯では，5627万トン
原単位85t/世帯（新潟県中越）：7730万トン
中央防災会議 9600万トンでは

105.56t/世帯の原単位となる
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東京都区別の震災廃棄物発⽣量
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⽔害廃棄物発⽣量の推定⽔害廃棄物発⽣量の推定

Kyoto University Global COE Program
Global Center for Education and Research on Human Security Engineering for Asian 
Megacities

Kyoto University

⽔害廃棄物発⽣量原単位

重回帰分析
被害状況（被災世帯数）
災害廃棄物処理量

床下浸⽔ 0.62 t

床上浸⽔ 4.6 t災害廃棄物処理量
対象

1999年以降2004年までで災
害救助法が適⽤された127市
町村

回答数
71市町村

⼀部損壊 2.5 t

半壊 6.5 t

⼤規模半壊 9.8 t

全壊 12.9 t
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浸⽔ハザードマップを活⽤した
⽔害廃棄物発⽣量推定

浸⽔分布図（ハザードマップ）
浸⽔深から家屋被害程度を算出
地域メッシュ統計を⽤いて，地域メッシュ別の家
屋被害別の世帯数を算出
家屋被害による⽔害廃棄物原単位を⽤いて，地域
メッシュ別⽔害廃棄物発⽣量を推定
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浸⽔ハザードマップ
（⾸都圏広域氾濫）

0 2 4 6 8 10
Inundation depth (m)

内閣府，中央防災会議「⼤規模⽔害対策に関する専⾨調査会」，2009
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浸⽔深と家屋被害

H = 0.0

0 0 < H E 0 45

浸⽔深 H (m) 家屋被害

被害なし

床下浸⽔0.0 < H E 0.45

0.45 < H E 3.3

H > 3.3

※１ 0.45mは，治⽔経済調査マニュアル（国⼟交通省河川局，2005年）における被害
率適⽤における床⾼の設定
※２ 3.3mは，⼈的被害算出（中央防災会議⼤規模⽔害対策に関する専⾨調査会）にお
ける２階の床⾼

床下浸⽔

床上浸⽔

全壊
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家屋浸⽔被害による
⽔害廃棄物発⽣量原単位

Method-1 Method-2

家屋被害 ⽔害廃棄物発⽣量
（t/世帯）

浸⽔時間を考慮した
原単位

（t/世帯）

被害なし 0.0 0.0

床下浸⽔ 0.62 0.62

床上浸⽔ 4.6 60.0

全壊 60.0 60.0

※⼤規模⽔害により，浸⽔時間が⻑期になると床上浸⽔の被災世帯においても，全壊と
同量の⽔害廃棄物が発⽣するものと仮定する．
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⽔害廃棄物量推定結果（⾸都圏広域氾濫）
case1

42.76M
case1’
53.48M

case2
35.35M

case3
35.61M

case4 case5 case5’ case6
31.30M 32.64M 47.95M 31.24M

case7
31.58M

case8
33.23M

case8’
44.89M

Flood disaster debris (t)
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津波廃棄物発⽣量の推定津波廃棄物発⽣量の推定
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津波廃棄物

津波廃棄物
津波により被災した建物のがれきや津波の引き波によ津波により被災した建物のがれきや津波の引き波によ
り港湾海域に流出した漂流物，沈没物

津波廃棄物を迅速かつ適正に処理する
津波廃棄物処理施策を的確かつ合理的に策定すること
が必要
津波廃棄物発⽣量の推定
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東南海・南海地震時における
津波シミュレーション結果
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津波浸⽔深と住家被害

0.0 E H < 0.5

Water level of tsunami 
inundation H (m)

Housing damage

No damage

0.5 E H < 1.5

1.5 E H < 2.5

H F 2.5

Inundation damage blow the 
floor level

Floor level inundation

Complete Collapse
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津波廃棄物発⽣量ポテンシャル推定結果

津波廃棄物発⽣量ポテンシャル：28.6万t〜47.6万t
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単位重量当たりの死者・⾏⽅不明者
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津波廃棄物処理という観点から

我が国における災害対応（災害初動）
救命救助，⾏⽅不明者・遺体捜索活動

津波廃棄物処理
津波廃棄物処理速度，撤去速度を優先した処理は困難
港湾を活⽤した給⽔や物資輸送，応急復旧資材輸送

⼈的被害の軽減とともに，いかに津波廃棄物発⽣
量を減量するのかが，地域の迅速な復旧・復興に
とって重要である
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⾏政の災害対応からみた
災害廃棄物発⽣量
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災害廃棄物量相対値

災害廃棄物量相対値
相対的な災害廃棄物発⽣量（ヶ⽉）
平時における年間のごみ排出量からみた災害廃棄物発
⽣量
災害時の市町村の災害対応⼒

災害廃棄物発⽣量推定値：5,000

ごみ総排出量：10,000t/year

災害廃棄物量相対値：6ヶ⽉
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2004年台⾵第23号による⽔害
市町村名 床上浸⽔

（世帯）
床下浸⽔
（世帯）

⽔害廃棄物推
定量（t）

⽔害廃棄物量
相対値（ヶ⽉）

県南部
S市 2500 4000 13315 10.62

S町 600 600 2949 9.38

N町 62 215 410 0.73

県中部
N市 930 370 4187 3.99

O市 89 167 490 0.34

県北部
T市 3852 4374 19290 9.51

K町 181 320 985 4.13

I町 300 - 1269 4.25

Kyoto University Global COE Program
Global Center for Education and Research on Human Security Engineering for Asian 
Megacities

Kyoto University

2004年新潟・福島豪⾬災害
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⽔害時の災害廃棄物量相対値

平時の廃棄物処理量

⽔害廃棄物発⽣量

廃棄物担当部局廃棄物担当部局廃棄物担当部局廃棄物担当部局

防災担当部局防災担当部局防災担当部局防災担当部局 ⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局

被災地域の⾃治体の災害対応⼒を考慮した被害状
況把握
どの地域のどの程度の⽀援体制を構築すればよい
かを検討するための指標のひとつ

の推定被害情報 浸⽔ハザードマップ
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⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局

災害直後における情報マネジメント

⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局
組織の現状廃棄物担当部局廃棄物担当部局廃棄物担当部局廃棄物担当部局

ごみ何ヶ⽉分だ！

被害報
全壊 ⼤規模

半壊 半壊 ⼀部損
壊

床上浸
⽔

床下浸
⽔

4 0 114 38 11,142 23,292

上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関上部機関防災担当部局防災担当部局防災担当部局防災担当部局被害

災害対応，対策 ⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局
⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局⼟⽊河川部局
廃棄物担当部局廃棄物担当部局廃棄物担当部局廃棄物担当部局

被害報
全壊 ⼤規模

半壊 半壊 ⼀部損
壊

床上浸
⽔

床下浸
⽔

4 0 114 38 11,142 23,292
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想定地震，⼤規模⽔害における
災害廃棄物量相対値
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